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八
雲
町
総
合
計
画
と
は
・
・
・
？

基
本
理
念

第
２
期
八
雲
町
総
合
計
画
の
基
本
理
念
は
、
八
雲
町
民
憲
章
と
す
る
。

八
雲
町
の
将
来
像

八
雲
町
は
太
平
洋
と
日
本
海
、
２
つ
の
海
を
も
つ
自
然
豊
か
な
町
と
し
て
、
歴
史
を

紡
ぎ
な
が
ら
、
将
来
に
向
け
て
農
業
・漁

業
の
さ
ら
な
る
“発
”展
と
新
幹
線
開
通
を

契
機
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
よ
る
自
然
と
の
調
和
を
生
み
出
し
、
八
雲

町
の
魅
力
を
積
極
的
に
町
内
外
へ
“発
”信
す
る
こ
と
で
、
産
業
・経

済
・ひ
と
が
活

“発
”で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
に
な
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
自
然
と
人
と
の

多
様
な
つ
な
が
り
を
未
来
へ
つ
な
げ
る
と
い
う
想
い
を
込
め
、
こ
れ
を
1
0
年
後
の
目
指

す
べ
き
将
来
像
と
す
る
。

第
２
期
八
雲
町
総
合
計
画
の
概
略

道
南
北
部
中
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

総
合
病
院
の
機
能
の
維
持
や
北
海
道
新
幹
線
を
中
心
と
し
た

広
域
的
な
交
通
体
系
や
周
辺
整
備
等
に
よ
り
、
道
南
北
部
自

治
体
の
中
心
と
し
て
の
機
能
を
高
め
て
い
くこ
と
を
目
指
す
。

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

八
雲
町
民
憲
章

１
自
然
を
愛
し
美
し
い
町
を
つ
く
ろ
う

２
助
け
合
う
た
あ
た
た
か
い
町
に
し
よ
う

３
活
気
あ
ふ
れ
る
町
に
し
よ
う

４
つ
ね
に
進
歩
す
る
町
民
に
な
ろ
う

八
雲
発
！
自
然
と
人
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

ま
ち
づ
くり
の
目
標
と
そ
の
取
組
方
向
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
八
雲
町
の
最
上
位
に
位
置
す
る
計
画
。
長
期
展
望
に
立
っ
た
ま
ち
づ
くり
の
基
本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
町
民
と
議
会
及
び
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
くり
を
進
め
る
た
め
の
指
針
を
示
す
。
第
２
期
の
計
画
期
間
は
平
成
3
0
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で
の
1
0
年
間
。

八
雲
町
自
立
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

食
を
支
え
る
第
一
次
産
業
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
た
産
業
の
振
興
を
図
り
、
地
域
の
経
済
活
性
化
に
よ
り
、

行
財
政
運
営
に
お
け
る
自
立
実
現
を
目
指
す
。

資
料
１
－
１
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基
本
目
標
１

八
雲
の
自
然
と
調
和
す
る
安
心
・安

全
な
都
市
基
盤
整
備

基
本
目
標
２

八
雲
の
豊
か
な
資
源
を
活
用
し
た
産
業
振
興

基
本
目
標
３

誰
も
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
健
康
・医

療
・福

祉
の
推
進

基
本
目
標
４

ふ
る
さ
と
を
築
く教

育
の
充
実
と
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

基
本
目
標
５

八
雲
の
自
立
を
実
現
す
る
協
働
と
行
財
政
運
営

北
海
道
新
幹
線
新
八
雲
(仮
称
)駅
の
開
業
を
控
え
、
広
域
交
通
網
の
一
端
を
担
う
道
南
北
部
中
心
の
町
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
道
路
網
・交

通
体
系
、
上
下
水
道
な
ど
の
生
活
を
支
え
る
都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
。
ま
た
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
時
代
に
向
け
た
生
活
利
便
性
の
維
持
・向

上
や
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
を
目
指

し
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・プ
ラ
ス
・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
くり
を
進
め
る
。

•
土
地
利
用
の
推
進

•
市
街
地
及
び
集
落
の
環
境
整
備

•
道
路
網
の
整
備

•
上
・
下
水
道
の
整
備

•
緑
化
・
環
境
美
化
の
推
進

•
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

•
農
林
業
の
振
興

•
商
工
業
の
振
興

•
雇
用
の
創
出
と
雇
用
環
境
の
向
上

•
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
産
業
の
振
興

•
健
康
づ
くり
の
促
進

•
地
域
福
祉
の
促
進

•
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
強
化

•
障
が
い
者
福
祉
の
推
進

•
学
校
教
育
の
充
実

•
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

•
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
交
流
の
促
進

•
住
民
参
画
の
推
進

•
行
財
政
の
強
化

•
自
然
環
境
の
保
全

•
交
通
体
系
の
整
備

•
ご
み
処
理
等
の
環
境
整
備

•
防
犯
・
交
通
安
全
の
推
進

•
防
災
体
制
の
強
化

•
水
産
業
の
振
興

•
観
光
の
振
興

•
医
療
体
制
の
充
実

•
高
齢
者
福
祉
の
推
進

•
生
涯
学
習
の
推
進

•
文
化
財
の
保
存
・
活
用

•
情
報
・
広
報
体
制
の
充
実

•
広
域
行
政
の
推
進

町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
八
雲
の
最
大
の
魅
力
の
１
つ
で
あ
る
“食
”を
支
え
る
第
一
次
産
業
や
、
現
在
、
町
が

進
め
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
産
業
の
振
興
を
、
今
後
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く。
ま
た
、
こ
う
し
た

産
業
の
基
盤
と
な
る
豊
か
な
地
域
の
資
源
を
、
商
工
業
や
観
光
業
に
も
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性

化
や
雇
用
の
創
出
に
繋
げ
て
い
く。

町
内
に
複
数
の
病
院
を
有
す
る
八
雲
町
に
お
い
て
は
、
広
域
的
に
も
医
療
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
各
病
院
の
機
能
強
化
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
育
て
世
帯
等
に

対
す
る
公
的
な
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
強
化
に
向
け
て
、
自
助
・共

助
・公

助
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
踏
ま
え
た
、
様
々
な
課
題
解
決
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

次
代
の
八
雲
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
質
を
伸
ば
し
な
が
ら
健
や
か
に
成
長
し
、
様
々
な
世
界

で
夢
を
持
っ
て
活
躍
す
る
力
を
養
う
と
と
も
に
、
八
雲
町
を
ふ
る
さ
と
と
し
て
大
切
に
想
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
ら
れ

る
よ
う
な
学
校
教
育
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
町
民
が
生
涯
に
渡
っ
て
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
、
歴
史
を
伝
え
る
文
化
財
の
保
存
と
そ
の
活
用
に
取
り
組
む
。

自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く協

働
の
あ
り
方
を
は
じ
め
、
ま
ち
づ
くり
に
関
わ
る
多
様
な
情
報
発
信
・共

有
を
積
極

的
に
行
う
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
くり
の
担
い
手
と
な
る
地
域
の
人
材
の
育
成
に
努
め
る
。
ま
た
、
行
政
組
織
の
ス
リ
ム

化
や
業
務
の
効
率
化
、
広
域
連
携
に
よ
る
課
題
解
決
も
含
め
た
、
多
様
な
手
段
で
、
適
正
な
行
財
政
運
営
を

目
指
す
。
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（単位：千円）

分
野

主
要

事務事業名 事業期間
担当
部局

Ｒ２年度
事業費

令和２年度事業内容

第１章　八雲の自然と調和する安心・安全な都市基盤整備

分野１　土地利用の推進

１　行政施設の整備

役場新庁舎整備事業 1～5 総 7,185
令和３年３月末に八雲町役場庁舎等
建設基本計画を策定しホームページ
へ掲載

役場本庁舎トイレ洋式化改修事業 30 総

役場本庁舎エレベーター改修事業 30 総

熊石総合支所暖房設備等改修事業 3～4 地

熊石総合センター大規模改修事業 4～5 地

熊石職員住宅解体事業 2～5 地 484 関内地区１棟１戸

２　地籍調査の推進

地籍調査事業 全期 総 36,230
測量調査：上の湯、わらび野、桜野の
各一部地区 15.48㎢
境界杭埋設：わらび野の一部 500本

３　町有地等の処分の推進

４　コンパクトなまちづくりの推進

立地適正化計画策定事業 30～1 建

都市計画マスタープラン変更検討事業 3～4 建

都市計画区域変更調査事業 30～1 建

分野２　自然環境の保全

１　地球温暖化対策の推進

LED街路灯整備事業 30 政

２　森林及び河川環境の整備・保全

３　野生鳥獣の保護と管理

有害駆除対策事業 全期 農 4,795 ヒグマ30頭、エゾシカ157頭捕獲

有害大型獣解体処理施設整備事業 1 農

有害鳥獣駆除事業 全期 産 920
有害駆除（ヒグマ・エゾシカ）巡回・出動
を実施

狩猟免許等取得費補助金 全期 農 0 新規取得希望者なし

分野３　市街地及び集落の環境整備

１　都市計画道路の整備

３・４・２出雲通都市計画道路整備事業 1～4 建 15,059
八雲町雨水排水事業計画変更
雨水排水施設実施設計　L=373m

３・４・７本町大通排水路整備事業 5 建

本町大通融雪溝井戸浚渫事業 3 建

２　公営住宅の整備

町営住宅建替事業 30～5 建 395,114
出雲町Ｃ団地新築　４棟15戸
三杉町団地解体　４棟16戸
移転補償　16戸

町営住宅建替事業 4 地

町営住宅外壁等改修事業 5 建

町営住宅外壁等改修事業 30 地

八雲町公営住宅等長寿命化計画策定業務（見直し） 1 建

３　空家等対策の推進

空家等対策支援補助金制度事業（再生支援） 全期 建 0

空家等対策支援補助金制度事業（解体支援） 全期 建 0

空家解体推進事業 3～5 建

４　質の高い住環境の整備促進

アイヌ住宅整備資金貸付事業 全期 住 1,800 改築１件

５　基地の充実及び基地周辺の環境整備

分野４　道路網の整備

１　国道及び道道の整備促進

２　スマートＩＣ整備の検討

第２期八雲町総合計画実施計画　令和２年度事業費・実施内容

資料１－２

3



（単位：千円）

分
野

主
要

事務事業名 事業期間
担当
部局

Ｒ２年度
事業費

令和２年度事業内容

第２期八雲町総合計画実施計画　令和２年度事業費・実施内容

３　町道の整備及び維持改修

大新線改良舗装事業 30 建

東雲幹線道路改良事業 30 建

道路改良事業 全期 建 92,796
東雲９号線外３路線
道路改良舗装　L=580m

道路台帳図修正整備委託事業 全期 建 528 道路整備による台帳整備

道路維持改修事業 全期 建 58,014

宮園５号線外１路線
道路改修　L=295m
末広交差点道路改修　A=684㎡
東雲９号線歩道設置 L=98m

道路維持改修事業 3～4 地

道路橋長寿命化修繕事業 全期 建 153,183
設計　Ｎ＝４橋　　改修　Ｎ＝４橋
点検　Ｎ＝31橋

４　道路管理機能の強化

自動車購入事業 3、5 建

自動車購入事業 2 地 5,364 2ｔ積ダンプ1台、軽トラック1台

５　除雪対策の充実

除雪機械整備事業 30～3、5 建 17,513 除雪ドーザ（11ｔ級）

分野５　交通体系の整備

１　北海道新幹線の整備促進

北海道新幹線建設促進八雲期成会負担金 全期 新 190 建設促進要望活動等

新幹線駅設置自治体地元負担金 全期 新 509 用地取得、物件移転補償等

北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺水道整備事業 3～4 新

２　新八雲（仮称）駅周辺整備の推進

北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備基本計画
策定事業

30 新

３　並行在来線対策の推進

並行在来線将来需要・収支予測調査事業 2 新 703
旅客流動調査、第三セクター鉄道調
査、バス転換調査

４　公共交通の確保

地域公共交通網形成計画策定事業 1 政

地域公共交通網形成業務 2～6 政 1,454
熊石・大成間予約バスの実証実験及
び本格運行の実施

分野６　上・下水道の整備

１　良質な水の供給

水道施設整備事業（井戸浚渫）　市街地 4～5 環

水道施設整備事業（取水施設更新）　落部地区 30～1 環

２　水道供給施設の整備

配水管整備事業（新設）　市街地 全期 環 6,677 配水管新設　L=236.9m

配水管整備事業（更新）　市街地 全期 環 13,728 配水管更新　L=369.2m

配水管整備事業（更新）　落部地区 全期 環 7,414 配水管更新　L=237.4m

配水管整備事業（更新）　野田生地区 2 環 3,850 配水管更新　L=23.6m

配水管整備事業（緊急時対応）　落部地区 全期 環 3,300 配水管整備事業（更新）に含まれる

水道施設整備事業（管洗浄）　市街地 全期 環 8,635 MH設置３箇所

水道施設整備事業（外構整備）　市街地 30～2 環 243 大新２号ポンプ場侵入防止柵設置

水道施設整備事業（施設補修）　市街地 2～5 環 1,996 新PCドーム屋上防水塗装

水道施設整備事業（施設補修）　落部地区 30～3 環 3,340
上の湯ポンプ場屋上、外部、内部防水
塗装

水道施設整備事業（施設補修）　野田生地区 30～3 環 2,114
東野ポンプ場屋上、外部、内部防水塗
装

水道施設整備事業（場内弁類更新）　野田生地区 30、3 環

水道施設整備事業（場内弁類更新）　落部地区 3 環

水道施設整備事業（除湿乾燥機更新）　落部地区 1 環

水道施設整備事業（除湿乾燥機更新）　野田生地区 1 環

水道施設整備事業（電気計装更新）　市街地 3～5 環

水道施設整備事業（電気計装更新）　落部地区 2～5 環 32,618 電気計装設備一式の更新

水道施設整備事業（電気計装更新）　野田生地区 3～5 環 5,882 電気計装設備一式の更新

水道施設整備事業（電気計装更新）　黒岩地区 5 環

配水管布設替事業（老朽管更新） 30～2 地 16,819 鳴神地区、平地区

4



（単位：千円）
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第２期八雲町総合計画実施計画　令和２年度事業費・実施内容

ろ過地・配水池防水事業 2～5 地 3,410 本町地区浄水場外実施設計

紫外線殺菌処理施設整備事業 1 地

水道施設整備事業（浄水場屋上防水層改修）　大新
地区

30 環

浄水場機械器具更新事業 1 地

計装設備整備事業 30 地

水道施設整備事業（管路台帳OA化）　市街地 全期 環 707 管路調査及びGIS加工

水道施設整備事業（管路台帳OA化）　落部地区 全期 環 480 管路調査及びGIS加工

水道施設整備事業（管路台帳OA化）　黒岩地区 2 環 516 管路調査及びGIS加工

水道施設整備事業（管路台帳OA化）　野田生地区 3 環

水道施設整備事業（管路台帳OA化）　大新地区 3 環

３　未給水地域の解消

４　下水道事業の促進

公共下水道整備事業 全期 環 34,893
ストックマネジメント実施方針修繕改築
計画策定、管渠新設Ｌ＝58ｍ、汚水桝
設置工３箇所

熊石地区特定環境保全公共下水道整備事業 全期 環 4,922
ストックマネジメント実施方針修繕改築
計画策定、汚水桝設置工１箇所

農業集落排水施設整備事業 全期 環 6,471
集排施設調査診断業務委託、汚水桝
設置１箇所

真萩ポンプ場再構築基本計画事業（長寿命化） 30、2～5 建 5,165 ストックマネジメント計画策定　R3～R7

真萩ポンプ場再構築基本計画事業（修繕事業） 全期 建

５　水洗化の普及促進

６　合併処理浄化槽の普及促進

浄化槽設置整備助成事業 全期 環 4,725 5人槽1基、7人槽3基、10人槽1基

７　効率的な事業運営の推進

公共下水道公営企業会計適用事業 2～4 環 110 法適用基本方針策定

特定環境保全公共下水道公営企業会計適用事業 2～4 環 110 法適用基本方針策定

農業集落排水公営企業会計適用事業 2～4 環 55 法適用基本方針策定

分野７　ごみ処理等の環境整備

１　ごみ収集体制の強化

２　ごみ処理施設の整備

最終処分場浸出水処理施設修繕事業 3～5 環

リサイクルセンター修繕事業 全期 環 6,655
その他プラ圧縮成形機修繕、缶類圧
縮成形機圧縮シリンダ取替修繕

３　３Ｒの推進

ごみ減量化・資源化推進事業
（生ごみ処理機・資源ごみ回収助成）

全期 環 1,572 資源ごみ回収助成20団体

４　し尿処理施設の管理

山越郡衛生処理組合負担金（基金積立金） 30～1 環

汚水処理施設共同整備事業 30～1 環

５　火葬場施設の管理

八雲斎場修繕事業 全期 環 5,847
火葬炉2号炉設備主燃焼炉耐火物修
繕

熊石斎場火葬炉整備事業 30～5 住サ 231 熊石斎場集塵フィルター取替

６　公衆浴場の確保

公衆浴場確保対策事業 3～5 環

分野８　緑化・環境美化の推進

１　環境美化の推進

２　公園や緑地の整備

噴火湾パノラマパーク運営事業 30～3 公 39,633 噴火湾パノラマパーク管理運営業務

パークゴルフ場防球ネット増設事業 3 公

公園休憩棟・木橋改修事業 3 公

公園管理棟改修事業 4～5 公

都市公園管理業務委託事業 全期 公 37,008 公園管理委託

都市公園等遊具修繕・更新事業 30～4 公 3,029 都市公園遊具修繕

都市公園等芝管理機械更新事業 30～5 公 2,594 芝刈機更新

都市公園機能維持保守事業 30 公
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都市公園等トイレ改修・改築事業 30 公

あかしや保育園跡地公園整備事業 30 公

立岩公園改修事業 2 公 4,879 駐車場舗装等

３　協働による緑化の推進

分野９　防犯・交通安全の推進

１　消費者教育及び消費生活相談の充実

消費者行政推進事業 30 政

消費生活相談事業 全期 政 333

消費者行政の取組として、渡島管内の
市町を対象とした広域相談窓口を函館
市消費生活センターに設置し、相談体
制の充実を図っている。

２　地域防犯運動の推進

３　交通安全施設の充実

交通安全施設整備事業 全期 総 1,437
道路区画線設置工事及びカーブミ
ラー、支柱等の購入・修理を実施

４　交通安全団体への活動支援

分野１０　消防・救急体制の充実

１　消防力の強化

消防庁舎整備改修事業 1～2 消 25,025 ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ離発着場兼訓練場整備工事

消防格納所整備改修事業 2～3 消 2,055 相沼地区消防格納庫実施設計委託

消防車両等整備事業 全期 消 82,953
熊石大型水槽車
八雲第６分団ポンプ車　購入

消防通信施設・設備整備事業 30、2～5 消 861
署活系無線機5台
通信室用デスクトップＰＣ　購入

消防水利整備事業 全期 消 21,791
消火栓　新設1基、撤去1基
耐震性貯水槽40㎥型2基

消防職員用被服更新事業 30～4 消 3,486 救助服型活動服　53着　購入

消防職員安全装備品整備事業
30、1、3

～5
消

消防団員用被服更新事業 1～2、5 消 8,273 夏制服　247着　購入

消防団員安全装備品整備事業 30～2、5 消 5,290
防火衣、防火帽、消防長靴　63組
耐切創性手袋　247双　購入

消防団員健康診断事業 全期 消 998 八雲、熊石消防団　28名実施

２　救急・救助の強化、充実

高規格救急車等整備事業 1、4 消

救急・救助資機材整備事業 全期 消 1,018 空気ボンベ　5本　購入

３　町民参画による火災予防等の推進

防火対策事業 2 消 818 模擬炎消火訓練装置一式　購入

分野１１　防災体制の強化

１　河川や排水路の整備及び維持管理

ハシノスベツ川護岸整備事業 1～3 建 22,165 護岸整備　Ｌ＝89ｍ

本町下水路改修事業 4 建

２　治山事業の推進

治山事業 全期 農 1,432 下刈8.31ha

治山施設維持補修事業 全期 産 170 治山施設維持管理（草刈等）

相沼地区地すべり防止区域維持管理事業 全期 産 211 地すべり地帯維持管理（草刈等）

３　海岸施設の整備

４　地域防災体制の整備

熊石地域総合ハザードマップ作成事業 1 地

災害備蓄品整備事業 全期 総 6,360 石油ストーブ、発電機、災害用テント他

防災備蓄庫整備事業 30 落

全国瞬時警報システム整備事業（八雲地域） 30 総

全国瞬時警報システム整備事業（熊石地域） 30 地

北海道総合行政情報ネットワーク更新事業 2 総 3,647
道・振興局を結ぶ衛生無線回線設備
の更新

５　地域の防災力の強化
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第２章　八雲の豊かな資源を活用した産業振興

分野１　農林業の振興

１　農業・農村を支える多様な担い手の育成・確保

酪農ヘルパー事業 全期 農 3,000 実施団体へ補助

新規就農支援資金貸付事業 全期 農 6,666 2組3人に貸付け

農業次世代人材投資事業（旧青年就農給付金事業） 30～5 農 7,875 6組8人に交付

農業研修者家賃助成事業 1～3 農 240 1組1人に助成

研修牧場施設整備事業 1～3 農 2,954,533 乳牛飼養施設等建設費補助

２　農業基盤の整備

農地集積協力金事業 全期 農 500 機構集積協力金　1件

育成牧場整備事業 1 農

岡山県有地購入事業 2 農 9,613 旧桜野牧場用地購入

中山間地域総合整備事業 30～5 農 73,025
農業用用排水路、営農飲雑用水施設
整備地元負担金

道営草地畜産基盤整備事業（公共牧場型）八雲第１
地区（育成牧場分）

30～2、4
～5

農 790 育成牧場草地改良地元負担金

道営草地畜産基盤整備事業（公共牧場型）八雲第１
地区（一般農家分）

1～5 農 13,334 一般農家草地改良地元負担金

農地耕作条件改善事業（東野、落部） 30～1 農

折戸野々畑線排水整備事業 4～5 産

３　クリーン農業の推進

バイオマス産業都市構想策定事業 1 農

多面的機能支払交付金事業 全期 農 19,260 農村環境保全活動　5地区

中山間地域等直接支払事業 全期 農 8,654 緩傾斜地の耕作放棄防止活動　2地区

４　流通対策、産地・ブランド対策の推進

畜産振興事業（北里八雲牛生産拡大支援事業） 30～1 農

新規作物導入検討事業 3 農

５　地産地消の推進

６　森林の整備

町有林一般造林事業 全期 農 25,730
植栽2.50ha、下刈77.38ha、保育間伐
36.21ha、除伐9.51ha

町有林森林保護事業 全期 農 2,074
野ねずみ駆除192.21ha、油虫駆除
36.79ha

町有林自力造林事業 全期 農 5,665 下刈5.86ha、除間伐18.10ha

町有林水源林造林事業 全期 農 2,693
下刈5.84ha、作業道測量設計業務
2,083m

町有林森林認証取得事業 全期 農 308 認証維持森林4,991ha

町有林過年度災害復旧事業 1～2 農 9,522 植栽8.40ha

受託災害復旧事業 30 農

森林GIS森林管理システム機能追加事業 30 農

７　林業の振興

豊かな森づくり推進事業
（旧「未来につなぐ森づくり推進事業」）

全期 農 22,121 植栽79.21ha

民有林造林推進事業 30～2 農 2,134 下刈426.83ha

森林経営管理事業 1～5 農 5,418
林業振興ビジョン策定業務、担い手対
策事業（北森カレッジ就業ガイダンス）

８　農道の整備と機能の保全

農道等維持補修事業 全期 農 564 農業用排水路土砂除去等

基幹農道整備事業(農道保全)
30～1、4

～5
農

９　林道の計画的な整備及び点検並びに維持補修

林道維持補修事業 全期 農 1,572 除草、路面整正

林道維持補修事業 全期 産 689 林道維持管理（草刈・路面補修等）

森林管理道常丹線開設事業(道営事業負担金） 30～2 農 21,546 林道開設1,122m

分野２　水産業の振興

１　漁業生産基盤の整備

黒岩漁港水産基盤整備事業 30 水
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漁港整備事業 3～4 水

コンブ礁造成事業 1～5 水 5,877 コンブ礁　50基設置

熊石地域マリンビジョン計画推進事業 30～3 産 10 新型コロナにより事業休止。

２　栽培・増養殖漁業等の振興と海洋資源との調和

ホタテ貝養殖漁業経営安定対策事業 全期 水 60,000 融資件数55件　融資金額19,954千円

水産多面的機能発揮対策事業負担金 30～5 水 84 藻場の保全活動

水産多面的機能発揮対策事業負担金 30～2 産 205
水産資源の保護・培養に重要な藻場
の保全活動を実施。

ホタテ養殖施設減災対策事業 30～2 水 5,000 ホタテ養殖施設の強靭化

さけます養殖施設整備事業 1 水

沿岸漁業経営改善調査研究事業 全期 水 2,128 コンブ、ナマコ等の資源増大事業

噴火湾渡島海域漁業振興対策協議会負担金 全期 水 1,550 マツカワ放流事業

なまこ資源増大事業 30～1 産

日本海ニシン栽培漁業定着事業 30～5 産 1,300
ニシン種苗を100万尾放流。（檜山5町
+八雲町）

秋さけ資源増大対策事業 30～5 産 1,200
秋さけ資源増大対策事業（運営費）へ
補助金、（檜山4町+八雲町）

ウニ深浅移植事業 30～2 産 420
キタムラサキウニの深浅移植。28,000
個移植。

日本海さけます増養殖事業負担金
（旧「漁業協同組合経営安定対策補助金」）

30～5 産 666
さけ・ます増殖対策。（檜山5町+八雲
町）

檜山なまこ栽培漁業定着事業（広域事業） 30～5 産 5,000 なまこ種苗放流。6/8 166,700尾放流。

熊石水産試験研究推進事業 全期 産 9,818
北大水産学部と魚類・ウニ・海藻類等
の共同試験を実施（継続中）

熊石地域ホタテ養殖試験事業 30～1 産

北海道二海サーモン事業推進協議会補助金 3～4 水

サーモン養殖試験事業 1～4 水 4,913 サーモンの試験養殖　1,733尾

サーモン養殖試験事業 1～4 産 4,567
トラウトサーモンの海中養殖試験を実
施。12/26 約800gの種苗を1,700尾生
簀へ放流。

サーモン養殖事業 1～3 産 10,923

サーモン陸上養殖施設整備事業で、
熊石黒岩町地下水源調査業務と冷水
川流量解析及び魚類環境調査業務の
委託料。

水難救難事業補助金 全期 水 719 救難所員の共済掛金等

水難救難事業補助金 全期 産 15 災害共済掛金＠500×29名

３　流通加工施設等の整備・充実

海洋深層水養殖試験事業 30～1 産

４　海洋深層水取水施設維持管理

海洋深層水取水施設維持補修事業 4 産

海洋深層水管理用車両更新事業 3 産

分野３　商工業の振興

１　地域経済の活性化

消費喚起プレミアム商品券発行事業 1～2 商 64,110
・事業主体：八雲商工会
・補助対象：プレミアム額（率30％）、事
務費

２　産業を支える基盤づくり

はぴあ八雲運営費補助金 全期 商 9,414
はぴあ八雲の管理運営に係る経費補
助

中小企業育成資金貸付金 全期 商 163,000

・八雲町中小企業育成資金融資規則
による預託（八雲町商工会155,000千
円、商工中金8,000千円）
・新規融資：10件　40,000千円
・融資残高：13件　43,799千円

中小企業等経営安定支援事業 2～5 商 20,597

・利子、保証料補給制度
認定件数35件
利子補給金：5,883千円
保証料補給金：14,714千円

３　海洋深層水の利活用

分野４　観光の振興

１　観光・物産振興体制の強化
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（単位：千円）

分
野

主
要

事務事業名 事業期間
担当
部局

Ｒ２年度
事業費

令和２年度事業内容

第２期八雲町総合計画実施計画　令和２年度事業費・実施内容

八雲観光物産協会補助金 全期 商 813
町内外における二海キャンペーン（ご
当地グルメ）のPR活動ほか

八雲町情報交流物産館指定管理委託事業
（旧「持続可能な成長を目指した観光振興事業」）

30～2 商 434
情報交流物産館「丘の駅」指定管理業
務
委託　※令和2年9月まで業務委託

八雲山車行列開催事業 全期 社 629
山車行列中止（新型ｺﾛﾅ）　PRあんど
ん補修

八雲さむいべや祭り開催事業 全期 社 0 中止（新型ｺﾛﾅ）

あわびの里フェスティバル推進事業 全期 産 0 新型コロナにより事業中止。

２　地域資源を活用した商品開発の促進

３　地域資源の保全と衛生管理の徹底

鉛川観光施設温泉水中ポンプ点検業務委託事業 30～5 商 3,300 5号井ポンプ分解点検委託

鉛川観光施設浄水設備保守点検業務委託事業 30～5 商 583
・ろ過機の洗浄　　　　2回
・膜ろ過設備の洗浄　1回

鉛川レクリエーションセンター浄水施設修繕事業 30 商

わんぱくの森維持管理事業 全期 産 1,225
遊歩道、園内清掃及び保育、冬囲い
等実施。

あわびの湯温泉施設取替修理事業 全期 産 1,210
揚湯及び循環ポンプ等の取替、排水
整備実施。

ひらたない温泉あわびの湯指定管理業務委託事業 全期 産 2,800
(株)温泉ホテル遊楽亭との委託契約締
結。

青少年旅行村維持補修事業 30～4 産 5,885
管理棟土台、遊歩道、子どもの国物置
他修理。

あわびの湯駐車場除雪業務委託料 1～5 産 800
シーズン契約を(株)温泉ホテル八雲遊
楽亭と締結。

子どもの国バッテリーカー購入事業 3 産

鮎川公衆トイレ解体事業 4 産

４　情報発信力の充実

町内プロモーション事業 2、3、5 商 0 イベント事業未実施

５　都市との交流の推進

分野５　雇用の創出と雇用環境の向上

１　企業誘致体制の再構築

企業誘致促進事業 全期 商 0
・先端設備導入計画：2件認定
・八雲町設備投資促進奨励金：1件認
定

２　雇用機会の確保と雇用対策の強化

緊急就労対策事業 全期 商 12,194

・町有施設内部塗装　雇用実人員3人
（延34人）
・町有林学校林枝打ち　雇用実人員25
人　（延710人）
・町有施設ワックス塗布　雇用実人員
20人（延241人）

緊急就労対策事業 全期 産 3,410
熊石雲石町地内の町有林及び青少年
旅行村内等の樹木の剪定・枝打ち等
の作業実施。

産業人材確保・育成事業 30～1 商

奨学金償還支援事業 2～5 商 0 認定件数：3件

３　勤労者福祉対策の充実

勤労者センター舗装整備事業 2、4 商 5,753 勤労者センター駐車場舗装修繕

分野６　再生可能エネルギーを活用した産業の振興

１
地域主導型、住民共同型の再生可能エネルギー導
入の推進

再生可能エネルギー導入促進事業 全期 商 6
新型コロナウイルス感染症の影響によ
る事業自粛

２　再生可能エネルギーを活用したまちづくり

３　温泉エネルギーの確保

平田内、大谷泉源揚湯温泉ポンプ点検修理事業 全期 産 12,566 平田内泉源11号、13号、15号実施。

平田内泉源送湯管洗浄事業 全期 産 6,270
パイプ技研工業(株)と委託契約締結。
送湯本管等計13カ所実施。

平田内泉源13号井中継棟小屋組修理事業 3 産

上の湯地区既存井現況調査事業 1 商
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（単位：千円）

分
野

主
要

事務事業名 事業期間
担当
部局

Ｒ２年度
事業費

令和２年度事業内容

第２期八雲町総合計画実施計画　令和２年度事業費・実施内容

第３章　誰もがいきいき暮らせる健康・医療・福祉の推進

分野１　健康づくりの促進

１　健康管理体制の充実

高齢者等インフルエンザ予防接種助成事業 全期 保 4,963 接種者数　2,388人

高齢者等インフルエンザ予防接種助成事業 全期 住 1,725
国保加入の高齢者（65歳～74歳）に対
し接種費用の一部を助成。

町民ドック事業 全期 保 17 新型コロナにより事業休止

簡易脳ドック検診事業 全期 保 825 受診者数　97人

簡易脳ドック検診事業 全期 住 638
国保加入の40歳から70歳までの5歳毎
の節目年齢の方に対し、検診費用の
一部を助成。

高齢者等肺炎球菌予防接種助成事業 全期 保 665 接種者数　144人

高齢者等肺炎球菌予防接種助成事業 全期 住 395
国保加入の高齢者（65歳、70歳、74
歳）に対し接種費用の一部を助成。

住民検診事業 全期 保 615 受診者数　128人

健康増進事業 全期 保 9,315 各種がん検診受診者数　2,206人

がん検診推進事業 全期 保 173 受診者数　21人

後期高齢者健康診査事業 全期 保 694 受診者数　23人

高齢者保健事業と介護予防の一体的実施事業 3～5 保

風しん追加的対策事業 1～3 保 1,520 抗体検査者数　217人、接種者数39人

妊婦健康診査事業 全期 保 6,879 実人数　128人、延人数　995人

妊婦外来医療費助成事業 全期 保 233 実人数　75人、延人数　198人

２　心と体の健康づくりの推進

健康増進計画策定事業 1 保

全町一日健康の集い事業 全期 保 0 新型コロナにより事業休止

分野２　医療体制の充実

１　医療サービスの充実

医師確保対策事業 全期 総病 7,400 医師確保に係る大学医局訪問等

八雲総合病院要覧作成事業 2、4 総病 233 増刷300部

医療機械器具整備事業 全期 総病 60,876 ハイビジョンスリットカメラ　他23件

医療機械器具整備事業 全期 国病 5,229
財務会計システム、ベットサイドモニタ
等の購入

施設整備事業 1～2 総病 12,916 院長、副院長住宅整備

冷房整備事業（南棟・中央棟・サービス棟） 30～1 総病

東棟２階トイレ改修事業 1 総病

情報系パソコン更新事業 1 総病

病院案内看板新規設置事業 30 総病

車両整備事業 30～1 総病

院内ネットワーク機器更新事業 2～4 総病 14,300 ネットワーク機器更新

情報系システム機器更新事業 2 総病 3,993 サーバー更新

精神科訪問診療事業 2 総病 729 リモート環境構築

熊石国保病院改築事業
（旧「国保病院基本構想・基本計画策定事業」）

1～5 国病 27,280 基本構想・基本計画の策定

２　地域医療の充実

医師派遣事業 全期 総病 10,294 近隣病院等への医師派遣

無医地区巡回診療事業 全期 総病 9,555 近隣町への巡回診療の実施

道南ドクターヘリ運航事業 全期 保 2,405 利用回数　24回

落部歯科診療所整備事業 1～5 保 124
AEDリース　1台、診療ユニット修繕　3
台

熊石歯科診療所整備事業 全期 住サ 844 施設設備の整備

３　病院経営体質の強化

電子カルテシステム等更新事業 全期 総病 1,046 デスクトップ端末３台

経営管理システム導入事業 全期 総病 1,320 システム保守

財務会計システム更新事業 2 総病 4,215 システム更新

医療費自動精算器導入事業 全期 総病 396 保守

患者輸送バス維持管理事業 全期 住サ 4,089 維持管理

４　国民健康保険事業の安定化

10



（単位：千円）

分
野

主
要

事務事業名 事業期間
担当
部局

Ｒ２年度
事業費

令和２年度事業内容

第２期八雲町総合計画実施計画　令和２年度事業費・実施内容

医療費適正化対策事業 全期 住 3,424
レセプト点検を充実させることで医療
機関からの請求誤りを発見し、医療費
の適正支出を図っている。

保険税収納率向上対策事業 全期 財 2,504
収納対策の充実（差押の強化：81件、
夜間・休日窓口の実施：計4日間）

健康づくり推進事業 全期 住 661
疾病予防や健康保持を目的とした各
種健康教室や講演会を開催。

特定健康診査事業（特定健診・特定保健指導） 全期 住 7,900
40歳から74歳までの国保加入者を対
象に、生活習慣病予防のための特定
健診及び特定保健指導を実施。

分野３　地域福祉の促進

１　地域福祉活動の強化

２　ボランティア活動の推進

分野４　高齢者福祉の推進

１　介護保険事業の推進

介護保険事業計画・高齢者福祉計画策定事業 2、5 保 2,456 第8期計画策定

渡島北部介護認定審査会共同設置事業 全期 保 2,978 審査会52回開催

認定調査事業 全期 保 7,088
認定調査(委託)576件、主治医意見書
987件

介護予防・日常生活支援総合事業 全期 保 24,601
訪問サービス3,508回
通所サービス2,507回

介護保険サービスに係る利用者負担額軽減制度事
業

全期 保 7,236 負担軽減への補助62名分

訪問介護員活動車整備事業 30 保

介護従事者確保推進事業 2～4 保 8
新型コロナにより介護福祉士実務者研
修中止（次年度延期）

介護予防・生活支援サービス事業 全期 保・住サ 2,821 給食サービス2,307回

居宅介護支援事業 全期 住サ 7,819 ｹｱﾌﾟﾗﾝ作成延べ件数667件

介護予防支援事業 全期 保・住サ 20,281 介護予防サービス計画作成1,383件

介護予防ケアマネジメント事業 全期 保・住サ 591 介護予防サービス計画作成661件

総合相談・権利擁護事業 全期 保・住サ 12,452 相談受付件数251件

包括的・継続的ケアマネジメント事業 全期 保・住サ 9,501 地域ケア会議16回、ケアマネ支援5件

くまいし訪問介護事業所運営補助事業 3～5 住サ

熊石デイサービスセンター運営事業 全期 住サ 38,157 利用者数3,103名

熊石デイサービスセンター送迎用福祉車両購入事
業

2 住サ 3,878
熊石ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ送迎用ｽﾃｰｼｮﾝﾜ
ｺﾞﾝ購入（車両函館ね6510）

訪問介護サービス事業 全期 保 23,606
利用実人員 介護59人 障害9人
延利用者数 介護2,215人 障害390人

家族介護継続支援事業 全期 保 436
家族慰労金1件、介護用品の支給7
件、住宅改修支給申請費用支援2件

特別養護老人ホーム厚生園増床整備補助金 30～1 保

２　安心して暮らせる地域づくり

生活支援体制整備事業 全期 保・住サ 11,609 コーディネーター2名配置、協議体10回

緊急通報体制等整備事業 全期 保 2,276

新規設置台数18台（八雲14台、熊石4
台）
R3.3.31現在設置台数台（八雲100台、
熊石30台）

シルバープラザ非常灯修繕事業 3 保

認知症総合支援事業 全期 保 9,547
認知症支援2名、認知症カフェ：新型コ
ロナにより中止

成年後見制度利用支援事業 全期 保 223 申立1件、報酬助成1件

一般介護予防事業 全期 保・住サ 2,176 介護予防教室111回、通いの場支援

地域自立生活支援事業 全期 保 3,965 給食サービス2,026回

冬期福祉手当給付事業 全期 保 1,988 支給人数391人 支給額1,955,000円

福祉タクシー助成事業 全期 保 4,999
交付人数688人 交付枚数65,900枚
利用枚数48,254枚 助成額4,825,400円

移送サービス事業 全期 保・住サ 3,813
実利用者数 八雲31人 熊石65人
延利用者数 八雲326人 熊石652人

高齢者等除雪費助成金交付事業 全期 保・住サ 168
実利用者数 八雲9人 熊石2人
延利用者数 八雲145人 熊石31人

独り暮らし高齢者訪問事業 全期 住サ 726 独居高齢者訪問（業務委託）

寝たきり老人等在宅介護支援手当支給事業 全期 保 令和元年度で廃止
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（単位：千円）

分
野

主
要

事務事業名 事業期間
担当
部局

Ｒ２年度
事業費

令和２年度事業内容

第２期八雲町総合計画実施計画　令和２年度事業費・実施内容

生きがいデイサービス運営委託事業 全期 保 0 利用者無し

紙おむつ利用券給付事業 3～5 保

３　生きがいづくり活動の強化

高齢者スポーツ施設利用助成事業 全期 保 483
助成人数190人（パークゴルフ176人
プール13人 スキー1人）助成額
482,610円

高齢者等入浴料助成事業 全期 保・住サ 3,516
交付人数1,568人 交付枚数35,800枚
利用枚数16,458枚　助成額3,309,600
円

福祉バス購入事業 4 保

分野５　子ども・子育て支援の強化

１　子育て支援の充実

子ども・子育て支援事業計画策定事業 30、1、5 住

地域子育て支援拠点事業
（旧「子育て支援センター運営事業」）

30～5 住 15,621 乳幼児・保護者の交流の場の確保等

利用者支援事業
（旧「子育て支援センター運営事業」）

2～5 住 5,335 子育て支援の情報提供等

子ども医療費助成事業（町単独助成事業分）
（旧「乳幼児医療費助成事業（町単独助成事業
分）」）

全期 住 25,159

乳幼児医療給付事業については、町
単独事業として18歳までの子どもに係
る医療費を所得制限を設けず無料とし
ている。

２　多様な保育機能の充実

障がい児保育事業 全期 住 5,080
障がい児を受け入れている、３か所の
保育所等へ人件費等を補助。

保育園整備事業
30、1、3、

4
住サ

子育て世帯支援事業
（保育料軽減（北海道多子軽減含む））

全期 住 14,699
０～２歳の課税世帯における保育所等
利用者負担金を３０％軽減。また、多
子世帯の０～２歳児を無償化。

３　児童の健全育成

放課後児童健全育成事業 全期 住 30,635
３か所の学童保育所に対し、運営費を
補助。

放課後子ども教室運営事業 2～5 住サ 1,643 延べ利用者3,037名、各種教室19回

４　ひとり親家庭への支援

分野６　障がい者福祉の推進

１　地域における生活支援

日常生活用具等給付事業 全期 保 5,434
排泄管理支援用具　531件　前年から
増

障がい者福祉システム移行事業 3 保

２　ノーマライゼーションの推進

障害者計画・障害福祉計画策定事業 1、2、4、5 保 1,573 障害者計画　委託料1548千円　他

意思疎通支援事業 全期 保 23 基本料金

町広報誌等音声化事業 全期 保 54 利用者　　4人

障害認定審査会設置事業 全期 保 683 12回実施

障がい者に対する理解促進 全期 保 45 広報紙にて特集記事掲載

成年後見制度利用支援事業 全期 保 0 実績なし

３　自立と社会参加の促進

移動支援事業（車両移動支援） 全期 保 1
新型コロナウイルスの影響により利用
減

自動車改造助成事業 全期 保 0 実績なし

移動支援事業（個別移動支援） 全期 保 23 2名申請

障がい児通所等給付事業 全期 保 91,216 令和2年度末時点利用者　39人

重度障がい児通学費助成事業 全期 保 0 実績なし

子ども発達支援センター運営事業 全期 住 3,201

相談支援：未通園児304件通園児：178
件　療育利用児人数：30人　機関連携
会議等：25件　カラフル配布：11人　専
門支援事業：2回11人　巡回児童相談：
7回19人
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（単位：千円）

分
野

主
要

事務事業名 事業期間
担当
部局

Ｒ２年度
事業費

令和２年度事業内容

第２期八雲町総合計画実施計画　令和２年度事業費・実施内容

第４章　ふるさとを築く　教育の充実と文化・スポーツの振興

分野１　学校教育の充実

１　教育環境の充実

落部小学校大規模改修事業 1～2 学 98,252 屋体棟改修

中学校電気設備改修事業 30、1、4 学・熊教

八雲中学校大規模改修事業 2～5 学 12,720 給食搬入口新設

八雲小学校屋内運動場女子トイレ
改修事業 2 学 1,540 トイレ壁面タイル張替

小学校グランド改修事業 1 熊教

熊石小学校校舎等大規模改造事業 30 熊教

熊石中学校屋内運動場屋根葺替改修事業 1 熊教

校舎等解体事業 2、5 熊教 89,805 旧相沼小学校校舎等

教員住宅浴室改修事業 30～1 学

教員住宅物置更新事業 30 学

教員住宅建設事業 1 学

教員住宅外壁等改修事業 3 学

教員住宅外壁等改修事業 1 熊教

教員住宅解体事業 30～1、5 熊教

スクールバス更新事業 5 学

２　教育内容の充実

小中一貫型コミュニティスクール導入事業 全期 学 217
ＣＳお便りの全校配付、義務教育学校
視察、4中学校区運営協議会及びＣＳ
連絡協議会の開催

外国語指導助手（ALT)配置事業 全期 学 6,451
ＡＬＴ２名を町内小中学校に派遣（8月
以降新型コロナウイルス感染症の影
響で来日延期のため1名で対応）

小牧市・八雲町児童学習交流事業 30～1 学

GIGAスクールネットワーク整備事業
（小学校） 2 学 101,693
各小学校ネットワーク設備整備、全児
童及び教職員へ端末配備

GIGAスクールネットワーク整備事業
（中学校） 2 学 56,175
各中学校ネットワーク設備整備、全生
徒及び教職員へ端末配備

小学校ＩＣＴ教材整備事業 3～5 学

中学校ＩＣＴ教材整備事業 3～5 学

小学校教材教具整備事業 全期 学 2,040 教材教具、備品の整備

中学校教材教具整備事業 全期 学 1,094 教材教具、備品の整備

八雲町教育推進計画策定事業 3、4 学

社会科副読本「わたしたちの町八雲」郷土学習資料
編集事業

30～1、4 学

特別支援教育支援員配置事業 全期 学 13,575 小学校6校中学校3校14名を配置

読解力向上推進事業 3～5 学

３　安心できる学校給食の提供

学校給食センター改築事業 30～2 給 507,996
建設工事・工事監理・備品・消耗品購
入

学校給食配送車整備事業 30～1 給

熊石学校給食センター解体事業 3 熊教

子育て世帯支援事業（学校給食費無償化） 全期 給 48,099 小学校29,989千円、中学校18,110千円

４　教育支援の充実

地域高校就学支援事業 全期 政 4,883
下宿費1名、通学費63名、進路指導費
のべ314名

分野２　生涯学習の推進

１　生涯学習機会の充実

八雲町平和学習事業開催事業 全期 社 0 中止（新型ｺﾛﾅ）

公民館講座「木彫り熊講座」開設事業 全期 社 338 40日間、延べ199名受講

社会教育講座等ICT機器導入事業 1 社

２　生涯学習・社会教育施設等の整備

３　図書館の充実

図書館新館２０周年記念事業 1 図

図書館蔵書管理システム運用事業 5 図
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（単位：千円）

分
野

主
要

事務事業名 事業期間
担当
部局

Ｒ２年度
事業費

令和２年度事業内容

第２期八雲町総合計画実施計画　令和２年度事業費・実施内容

空調設備改修事業 2 図 7,150  2F 視聴覚ホール空調設備更新　一式

図書館業務用バン型車両更新事業 3 図

視聴覚ホールＡＶシステム改修事業 4 図

コピー・ＦＡＸ複合機更新事業 5 図

分野３　スポーツの推進

１　社会体育施設の改修整備

総合体育館備品更新事業（トレーニング機器） 4 体

総合体育館事務室非常用放送設備更新事業 30 体

総合体育館温水設備等改修事業 4～5 体

総合体育館トイレ改修事業 30 体

総合体育館アリーナ床再塗装事業 1 体

大新スポーツ公園スポーツトラクター更新事業 30 体

大新スポーツ公園整備事業 4 体

運動公園スポーツトラクター更新事業 1 体

運動公園整備事業 3 体

落部多目的グラウンド整備事業 3 体

スキー場ペアリフト主要機器等整備事業
30～2、4

～5
体 1,100 ペアリフト支えい索切詰

温水プール設備改修事業 30～5 体 633
PAC（凝集剤）注入ポンプ取替え修繕
等

温水プールトイレブースおよび便器整備事業 3 体

温水プール備品整備事業 30～1、3 体

２　体育・スポーツ活動の充実

北海道日本ハムファイターズ応援大使事業 30 体

北海道日本ハムファイターズ八雲後援会支援事業 3 体

各種スポーツ教室開催事業 3 体

体育協会７０周年記念事業 3 体

３　全道・全国大会出場選手等派遣助成

４　スポーツ指導者・団体等活動支援

分野４　文化財の保存・活用

１　芸術、文化活動の推進

２　文化財の保存と活用

新八雲町史編さん事業 1～3 郷 2,713 年度途中に編さん員退職

尾張徳川家所有木彫り熊とアイヌ民具の寄託・整理
及び展示事業

30 郷

熊石歴史記念館改修事業 2 熊教 37,411 屋上防水外壁改修

第５章　八雲の自立を実現する協働と行財政運営

分野１　コミュニティ活動と交流の促進

１　町内会活動の強化

２　地域会館の整備と統廃合の推進

地域会館整備事業 全期 政 7,325

地域会館整備として、東部児童館の外
壁に複数の亀裂が生じ、年々進行して
いたことから改修、併せて和室からフ
ローリングへの改修工事及び花浦山
会館、川向会館の屋根塗装を実施し
た。

東部生活館改修工事事業 2 住 5,658 改修費及びＤＶＤ・図書購入

落部町民センター改修事業 30 落

落部町民センター道道厚沢部線改良補償改修事業 30 落

地域会館等建替事業 2～3、5 地 7,282 相沼地区地域会館建替実施設計

地域会館等解体事業 5 地

３　地域間交流の促進

小牧市・八雲町交流30周年記念事業 30 総

４　国際交流の推進

５　移住・定住の推進
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（単位：千円）

分
野

主
要

事務事業名 事業期間
担当
部局

Ｒ２年度
事業費

令和２年度事業内容

第２期八雲町総合計画実施計画　令和２年度事業費・実施内容

移住定住促進事業 全期 政 0 新型コロナにより事業休止

地域おこし協力隊員配置事業 全期 政 21,214 協力隊　5名配置

６　学術機関との連携

域学連携推進事業 全期 政 9,819
北大水産学部以外は新型コロナにより
事業休止

他 八雲町まちづくりＰＲ事業 1～5 政 4,380 八雲フェアを東京５店舗で実施

分野２　住民参画の推進

１　協働のまちづくりの推進

地域コミュニティ助成事業 全期 政 5,456

コミュニティ助成事業は、125団体のう
ち113団体（活動助成6,436世帯3,218
千円、奨励事業373事業2,238千円）へ
助成金を交付した。

２　青少年健全育成の推進

３　男女共同参画意識の高揚

４　男女共同参画推進体制の整備

分野３　情報・広報体制の充実

１　未普及地域へのブロードバンド環境整備の研究

高度無線環境整備推進事業 3 政

２　町民の情報処理能力向上へ向けた支援

３　広報の充実

ホームページ再構築事業 30 政

４　町民と議会との情報共有の充実

議会中継システム導入事業 30 議

分野４　行財政の強化

１　効率的な行政経営の推進

番号制度対応システム改修事業 30 住

八雲みらいプロデュース会議運営事業 1～3 政 2 コロナにより中止

総合行政システム端末機器更新事業 30 政

自治体情報セキュリティ強化対策事業 全期 政 1,252 自治体情報セキュリティ強化対策

情報系ネットワークサーバ機器更新事業 1、5 政

戸籍総合システム機器更新事業 3 住

２　職員の資質向上

職員交流・派遣事業 30～2 総 341
オリンピック組織委員会へ職員１名を
研修派遣

３　安定した財政の推進

４　ふるさと応援寄附金の推進

ふるさと応援寄附金奨励事業 全期 政 953,161 寄附金額　1,936,492千円

企業版ふるさと応援寄附金奨励事業 2～5 政 8,179 寄附金額　42,100千円

分野５　広域行政の推進

１　広域行政の推進

北渡島檜山４町地域連携推進事業 全期 政 207 食と観光１事業、教育１事業

7,515,086総　　合　　計
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後退 遅れ 順調 達成済 未評価 KPI数

5 9 19 2 0 35

14.3% 25.7% 54.3% 5.7% 0.0% 100%

4 6 11 2 2 25

16.0% 24.0% 44.0% 8.0% 8.0% 100%

11 5 3 3 0 22

50.0% 22.7% 13.6% 13.6% 0.0% 100%

16 6 3 1 0 26

61.5% 23.1% 11.5% 3.8% 0.0% 100%

7 5 4 1 1 18

38.9% 27.8% 22.2% 5.6% 5.6% 100%

43 31 40 9 3 126

34.1% 24.6% 31.7% 7.1% 2.4% 100%

【凡例】

第２期八雲町総合計画　令和２年度の進捗状況に対する評価

第１章
八雲の自然と調和する安心・安全な都

市基盤整備

第２章
八雲の豊かな資源を活用した産業振

興

第３章
誰もがいきいき暮らせる健康・医療・福

祉の推進

第４章
ふるさとを築く教育の充実と文化・スポー

ツの振興

第５章
八雲の自立を実現する協働と行財政

運営

合　　　　　　　計

後退：KPIの数値が前年度より一定程度後退している。

遅れ：KPIの数値は前年度より前進しているが、進み方が遅い。

順調：R4年度目標値に向け、KPIの数値が順調に推移している。

達成済：R4年度の目標値が既に達成している（累計のみ）。

43

7

16

11

4

5

31

5

6

5

6

9

40

4

3

3

11

19

9

1

1

3

2

2

3

1

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

第５章 八雲の自立を実現する協働と行財政運営

第４章 ふるさとを築く教育の充実と文化・スポーツの振興

第３章 誰もがいきいき暮らせる健康・医療・福祉の推進

第２章 八雲の豊かな資源を活用した産業振興

第１章 八雲の自然と調和する安心・安全な都市基盤整備

後退 遅れ 順調 達成済 未評価

資料１－４
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第
２
期
総
合
計
画
Ｋ
Ｐ
Ｉ
進
捗
状
況
（
令
和
２
年
度
）

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

地
籍

調
査

実
施

地
区

字
3
3

3
6

3
3

3
3

3
4

順
調

総

町
有

地
処

分
（

累
計

）
件

3
8

1
4

1
4

1
8

達
成

済
総

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

町
有

施
設

Ｃ
Ｏ

２
削

減
率

％
0
.0

1
0
.0

0
.3

7
.1

1
4
.4

順
調

政

捕
獲

従
事

者
（

累
計

）
人

5
1

6
0

5
6

6
0

6
0

達
成

済
農

新
規

狩
猟

者
人

/年
3

5
5

4
0

遅
れ

新
規

取
得

希
望

者
が

減
少

し
た

が
、
令

和
3
年

度
は

増
加

見
込

み
で

あ
り
、
引

き
続

き
勧

誘
活

動
を

進
め

た
い

。
農

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

空
家

等
の

活
用

促
進

（
累

計
）

件
0

1
5

0
1

1
遅

れ
空

家
の

有
効

活
用

を
図

る
た

め
、
今

後
も

継
続

し
て

実
施

す

る
が

、
制

度
内

容
の

見
直

し
を

予
定

。
建

特
定

空
家

等
の

解
消

（
累

計
）

戸
0

1
0

0
1

1
遅

れ

町
民

の
安

全
で

安
心

な
生

活
環

境
を

確
保

し
、
所

有
者

等

の
自

発
的

な
除

却
を

促
進

す
る

た
め

、
今

後
も

継
続

し
て

実

施
。

建

町
営

住
宅

の
建

替
（

累
計

）
戸

1
0

4
5

0
1
0

2
5

順
調

建

町
営

住
宅

外
壁

等
改

修
戸

/年
2
7

1
9

4
0

0
順

調
建

防
衛

施
設

周
辺

整
備

等
要

望
活

動
回

/年
2

2
1

3
0

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
に

よ
り
全

て
の

要
望

活
動

が
書

面
要

望
に

切
り

替
え

ら
れ

た
た

め
、
実

績
ゼ

ロ
。

政

担
当

部
署

担
当

部
署

担
当

部
署

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

２
　
自
然
環
境
の
保
全

目
標

指
標

単
位

実
績

値

３
　
市
街
地
及
び
集
落
の
環
境
整
備

第
１
章
　
八
雲
の
自
然
と
調
和
す
る
安
心
・
安
全
な
都
市
基
盤
整
備

１
　
土
地
利
用
の
推
進

目
標

指
標

単
位

実
績

値

目
標

指
標

単
位

実
績

値
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第
２
期
総
合
計
画
Ｋ
Ｐ
Ｉ
進
捗
状
況
（
令
和
２
年
度
）

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

町
道

改
良

整
備

及
び

維
持

改
修

（
累

計
）

路
線

6
3
0

6
1
2

1
9

順
調

建

橋
梁

長
寿

命
化

修
繕

（
累

計
）

橋
4

3
3

1
0

1
2

1
6

順
調

建

橋
梁

定
期

点
検

（
２

巡
目

累
計

）
橋

0
1
7
4

0
1
7

4
8

順
調

建

町
道

除
雪

延
長

k
m

4
8
8
.4

4
8
8
.4

4
8
1
.8

4
8
1
.7

4
8
1
.7

順
調

建

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

バ
ス

路
線

の
維

持
路

線
/年

4
4

4
4

4
順

調

令
和

2
年

1
0
月

1
日

か
ら

檜
山

海
岸

線
予

約
バ

ス
（

熊
石

～
大

成
）

を
導

入
し

た
が

、
檜

山
海

岸
線

（
江

差
～

大

成
）

を
令

和
2
年

9
月

末
で

廃
止

し
た

た
め

、
増

減
無

し
。

政

新
幹

線
整

備
促

進
等

要
望

活
動

回
/年

4
5

2
3

3
順

調
新

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

水
道

普
及

率
％

9
5
.6

9
5
.7

9
6
.2

9
5
.8

9
5
.6

順
調

給
水

区
域

内
人

口
と
給

水
人

口
の

減
少

人
数

は
同

程
度

で
あ

る
も

の
の

、
給

水
区

域
内

人
口

の
減

少
に

よ
り
、
給

水

人
口

の
多

少
の

変
化

が
普

及
率

へ
大

き
く
影

響
し

て
い

る
状

況
に

あ
る

。

環

水
洗

化
率

％
9
1
.9

9
3
.0

8
9
.4

9
0
.6

9
1
.2

順
調

環

合
併

処
理

浄
化

槽
の

設
置

助
成

（
累

計
）

基
1
6
2

2
1
0

1
7
8

1
8
3

1
8
8

順
調

環

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

担
当

部
署

担
当

部
署

担
当

部
署

５
　
交
通
体
系
の
整
備

目
標

指
標

単
位

実
績

値

６
　
上
・
下
水
道
の
整
備

目
標

指
標

単
位

実
績

値

目
標

指
標

単
位

実
績

値

４
　
道
路
網
の
整
備
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第
２
期
総
合
計
画
Ｋ
Ｐ
Ｉ
進
捗
状
況
（
令
和
２
年
度
）

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

資
源

ご
み

排
出

量
（

八
雲

地
域

）
ｔ

/年
1
,0

8
0

1
,0

0
0

1
,2

1
5

1
,1

7
0

9
7
6

順
調

人
口

減
少

に
よ

り
ご

み
の

総
量

が
減

少
し

て
い

る
が

、
分

別

収
集

の
意

識
が

高
ま

っ
て

い
る

た
め

、
資

源
ご

み
の

排
出

量

は
目

標
値

と
近

似
値

に
な

っ
て

い
る

。

環

生
ご

み
排

出
量

（
八

雲
地

域
）

ｔ
/年

2
3
0

8
0
0

2
1
2

1
7
3

1
5
2

遅
れ

生
ご

み
分

別
収

集
の

住
民

に
対

す
る

普
及

・
啓

蒙
は

十
分

に
浸

透
し

て
い

な
い

。
環

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

協
働

に
よ

る
緑

化
の

推
進

％
7
0

8
0

7
0

7
5

7
5

順
調

公

ひ
ま

わ
り
の

種
配

布
袋

/年
1
,9

5
5

2
,5

0
0

2
,1

7
8

1
,8

6
7
袋

1
2
k
g

1
,7

7
6
袋

1
8
k
g

順
調

政

環
境

美
化

活
動

実
施

町
内

会
町

内
会

8
9

9
5

9
1

8
8

8
4

遅
れ

固
定

化
さ

れ
た

町
内

会
と
な

っ
て

お
り
、
周

知
方

法
に

苦
慮

。

今
後

も
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

も
あ

り
、
減

と

な
る

と
予

想
さ

れ
る

。

政

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

消
費

者
相

談
受

付
件

/年
2
9

2
5

3
1

3
6

3
5

遅
れ

近
年

、
消

費
生

活
に

寄
せ

ら
れ

る
相

談
が

、
多

様
化

・
複

雑

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、
事

例
等

を
広

報
及

び
町

連
協

よ
り
町

民
へ

周
知

を
行

い
、
自

己
防

衛
の

強
化

に
よ

り
相

談
件

数

の
減

を
図

る
。

政

街
頭

で
の

交
通

安
全

啓
発

活
動

回
/年

2
5

3
0

2
4

2
1

1
1

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
に

よ
り
活

動
中

止
・
自

粛
の

た
め

総

交
通

安
全

教
室

開
催

回
/年

4
2

5
0

3
4

3
0

1
2

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
に

よ
り
活

動
中

止
・
自

粛
の

た
め

総

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

担
当

部
署

担
当

部
署

担
当

部
署

目
標

指
標

単
位

実
績

値

８
　
緑
化
・
環
境
美
化
の
推
進

目
標

指
標

単
位

実
績

値

９
　
防
犯
・
交
通
安
全
の
推
進

７
　
ご
み
処
理
等
の
環
境
整
備

目
標

指
標

単
位

実
績

値

21



第
２
期
総
合
計
画
Ｋ
Ｐ
Ｉ
進
捗
状
況
（
令
和
２
年
度
）

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

事
業

所
の

避
難

訓
練

の
実

施
回

/年
1
1
7

1
3
0

1
1
8

1
2
7

9
9

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
に

よ
り
訓

練
が

実
施

で
き

な
い

状
況

だ
っ
た

為
消

耐
震

性
貯

水
槽

の
整

備
（

累
計

）
基

2
1
3

5
7

9
順

調
消

救
急

救
命

士
再

教
育

（
延

べ
）

人
2
3

5
0

2
7

2
8

0
後

退
新

型
コ

ロ
ナ

に
よ

り
病

院
実

習
を

中
止

し
た

為
消

住
宅

用
火

災
警

報
器

設
置

率
％

8
0

9
0

8
2

8
5

8
5

順
調

消

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

生
活

環
境

保
全

林
下

刈
h
a
/年

7
.9

8
.5

8
.5

6
.3

8
.3

順
調

農

災
害

時
要

援
護

者
個

別
支

援
計

画
の

策
定

町
内

会
町

内
会

5
1
0

7
7

7
遅

れ
周

知
方

法
の

強
化

、
出

前
説

明
会

の
検

討
保

災
害

備
蓄

品
毛

布
整

備
（

累
計

）
枚

3
,8

7
9

5
,4

0
0

3
,9

7
9

3
,9

7
9

3
,9

7
9

遅
れ

感
染

症
対

策
品

を
優

先
総

防
災

訓
練

実
施

団
体

団
体

5
1
0

1
0

0
遅

れ
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
を

考
慮

し
な

が
ら

開
催

を
検

討

す
る

総

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

担
当

部
署

担
当

部
署

1
1
　
防
災
体
制
の
強
化

目
標

指
標

単
位

実
績

値

1
0
　
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

目
標

指
標

単
位

実
績

値
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第
２
期
総
合
計
画
Ｋ
Ｐ
Ｉ
進
捗
状
況
（
令
和
２
年
度
）

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

新
規

就
農

者
（

累
計

）
人

1
1
0

3
5

7
順

調
農

経
営

耕
地

面
積

h
a

6
,6

6
0

6
,6

6
0

6
,6

6
0

6
,6

6
0

6
,6

6
0

順
調

農

農
業

法
人

化
数

（
累

計
）

法
人

1
1

1
6

1
3

1
4

1
7

順
調

農

農
家

戸
数

戸
1
4
2

1
1
2

1
4
2

1
4
2

1
4
2

順
調

農

生
乳

生
産

量
ｔ

/年
4
2
,6

6
6

4
9
,1

0
5

4
0
,2

5
9

5
1
,5

2
9

5
3
,7

4
1

順
調

農

搾
乳

牛
頭

数
頭

5
,5

9
7

5
,6

6
5

5
,2

7
8

5
,2

7
9

5
,0

7
8

順
調

農

バ
イ

オ
ガ

ス
発

電
施

設
（

累
計

）
施

設
2

5
3

4
4

順
調

農

民
有

林
の

植
栽

面
積

h
a
/年

6
3
.0

8
7
0
.0

0
9
3
.2

3
9
5
.1

0
7
9
.2

1
順

調
農

民
有

林
の

下
刈

面
積

h
a
/年

5
6
5
.0

0
6
0
0
.0

0
5
1
3
.4

7
4
5
0
.3

3
4
2
6
.8

3
順

調
農

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

漁
獲

量
ｔ

/年
1
9
,6

1
7

3
0
,3

0
0

2
5
,5

5
8

1
3
,8

0
1

1
8
,6

7
1

遅
れ

回
復

傾
向

に
は

あ
る

が
、
今

後
の

見
通

し
は

不
透

明
。

水

漁
家

戸
数

戸
3
7
4

3
6
8

3
5
6

3
5
5

3
3
9

後
退

廃
業

者
に

対
し

て
新

規
就

業
者

が
少

な
い

状
況

で
あ

っ
た

。
水

新
規

就
業

者
（

累
計

）
人

8
1
4

7
1
1

1
5

達
成

済
水

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

事
業

承
継

（
累

計
）

件
0

2
2

0
0

0
遅

れ
取

組
方

法
の

見
直

し
を

検
討

商

創
業

支
援

（
累

計
）

件
0

1
0

0
1

達
成

済
商

町
が

関
係

す
る

商
談

会
等

へ
の

出
展

（
累

計
）

件
3

2
0

1
3

3
遅

れ
産

業
関

係
団

体
と
の

連
携

に
よ

る
取

組
方

法
を

検
討

商

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

担
当

部
署

担
当

部
署

担
当

部
署

目
標

指
標

単
位

実
績

値

３
　
商
工
業
の
振
興

目
標

指
標

単
位

実
績

値

１
　
農
林
業
の
振
興

目
標

指
標

単
位

実
績

値

２
　
水
産
業
の
振
興

第
２
章
　
八
雲
の
豊
か
な
資
源
を
活
用
し
た
産
業
振
興
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第
２
期
総
合
計
画
Ｋ
Ｐ
Ｉ
進
捗
状
況
（
令
和
２
年
度
）

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

観
光

消
費

単
価

（
宿

泊
）

円
1
6
,4

1
0

1
7
,6

3
0

未
調

査
未

調
査

未
調

査
取

組
方

法
の

見
直

し
と
今

後
の

方
向

性
を

検
討

商

観
光

消
費

単
価

（
日

帰
り
）

円
1
,6

9
2

2
,3

6
0

未
調

査
未

調
査

未
調

査
取

組
方

法
の

見
直

し
と
今

後
の

方
向

性
を

検
討

商

宿
泊

客
（

延
べ

）
人

2
2
,2

0
0

2
6
,6

0
0

2
5
,7

0
0

3
1
,1

0
0

2
4
,5

0
0

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

る
観

光
客

減
少

商

農
作

業
体

験
受

入
団

体
経

営
体

/年
1

5
1
1

1
5

0
後

退
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
に

よ
る

農

農
作

業
体

験
者

人
/年

7
6

2
0
0

5
2

1
5
9

0
後

退
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
に

よ
る

農

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

企
業

立
地

ま
た

は
町

外
企

業
と
の

連
携

協
定

締
結

（
累

計
）

件
0

3
0

0
0

遅
れ

取
組

方
法

の
見

直
し

を
検

討
商

新
規

事
業

に
対

す
る

支
援

（
累

計
）

件
0

5
0

0
0

遅
れ

取
組

方
法

の
見

直
し

を
検

討
商

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
町

民
へ

の
普

及
・
啓

発
回

5
5

0
4

0
遅

れ
取

組
方

法
の

見
直

し
を

検
討

商

町
内

に
お

け
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
導

入
百

万
k
w

h
2
.4

9
3

2
.4

2
.4

5
2
.7

順
調

商

町
外

か
ら

の
立

地
企

業
と
の

連
携

協
定

締
結

（
累

計
）

件
0

2
0

0
0

順
調

商

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

担
当

部
署

担
当

部
署

担
当

部
署

目
標

指
標

単
位

実
績

値

６
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
産
業
の
振
興

目
標

指
標

単
位

実
績

値

４
　
観
光
の
振
興

目
標

指
標

単
位

実
績

値

５
　
雇
用
の
創
出
と
雇
用
環
境
の
向
上
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第
２
期
総
合
計
画
Ｋ
Ｐ
Ｉ
進
捗
状
況
（
令
和
２
年
度
）

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

胃
が

ん
検

診
受

診
率

％
6
.2

6
.8

7
.6

7
.4

6
.2

後
退

特
定

健
診

と
同

日
実

施
を

予
定

し
て

た
6
月

の
検

診
が

新

型
コ

ロ
ナ

に
よ

り
中

止
と
な

っ
た

こ
と
に

よ
る

減
保

大
腸

が
ん

検
診

受
診

率
％

1
2
.2

1
3
.4

7
.1

6
.4

5
.1

後
退

特
定

健
診

と
同

日
実

施
を

予
定

し
て

た
6
月

の
検

診
が

新

型
コ

ロ
ナ

に
よ

り
中

止
と
な

っ
た

こ
と
に

よ
る

減
保

子
宮

が
ん

検
診

受
診

率
％

1
1
.4

1
2
.5

1
0
.2

1
0
.5

9
.9

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
に

よ
り
6
月

の
検

診
が

中
止

と
な

っ
た

こ
と
に

よ
る

減
保

乳
が

ん
検

診
受

診
率

％
1
6
.1

1
7
.7

1
5
.1

1
5
.8

1
4
.1

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
に

よ
り
6
月

の
検

診
が

中
止

と
な

っ
た

こ
と
に

よ
る

減
保

基
本

健
診

受
診

率
％

1
9
.8

2
1
.8

1
4
.8

1
4
.0

7
.4

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
に

よ
り
6
月

の
住

民
健

診
が

中
止

と
な

っ
た

こ
と
に

よ
る

減
保

健
康

づ
く
り
教

室
回

/年
7
6

7
6

6
0

5
8

2
4

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
に

よ
る

一
部

教
室

が
中

止
と
な

っ
た

こ
と
に

よ
る

減
保

町
民

ド
ッ
ク

受
診

者
人

/年
5
5
5

5
7
0

5
4
6

5
3
7

0
後

退
新

型
コ

ロ
ナ

に
よ

る
事

業
休

止
に

よ
る

減
保

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

国
民

健
康

保
険

税
収

納
率

％
9
4
.1

9
6
.6

9
4
.3

9
1
.6

9
3
.5

遅
れ

収
納

率
が

上
向

い
て

は
い

る
も

の
の

、
漁

業
者

の
個

人
所

得

の
減

少
に

よ
り
、
目

標
値

に
対

し
て

は
遅

れ
て

い
る

。
財

特
定

健
康

診
査

受
診

率
％

1
7
.5

2
3
.0

1
6
.1

1
5
.0

1
2
.1

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り
年

度
前

半
の

健
診

が
中

止
と
な

り
受

診
率

が
低

下
し

た
。

住

病
床

稼
働

率
（

八
雲

総
合

病
院

）
％

7
6
.4

8
0
.0

7
5
.9

7
9
.0

7
0
.7

遅
れ

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
伴

う
一

般
病

床
（

C
6
病

棟
）

の
閉

鎖
に

よ
る

減
総

病

病
床

稼
働

率
（

熊
石

国
保

病
院

）
％

5
9
.7

7
0
.0

5
0
.8

5
6
.1

4
9
.9

後
退

改
築

に
合

わ
せ

病
床

数
の

見
直

し
を

予
定

国
病

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

担
当

部
署

担
当

部
署

２
　
医
療
体
制
の
充
実

目
標

指
標

単
位

実
績

値

第
３
章
　
誰
も
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
健
康
・
医
療
・
福
祉
の
推
進

１
　
健
康
づ
く
り
の
促
進

目
標

指
標

単
位

実
績

値
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第
２
期
総
合
計
画
Ｋ
Ｐ
Ｉ
進
捗
状
況
（
令
和
２
年
度
）

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

ボ
ラ

ン
デ

ィ
ア

団
体

登
録

者
人

/年
2
5
1

2
5
1

2
3
4

2
1
8

2
2
7

遅
れ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

会
員

の
高

齢
化

に
伴

い
横

ば
い

状
態

住

安
心

ほ
っ
と
ネ

ッ
ト

取
組

町
内

会
町

内
会

7
2

8
0

6
1

6
1

6
4

遅
れ

八
雲

地
域

の
み

。
増

加
傾

向
だ

が
遅

れ
あ

り
。

住

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

S
O

S
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

前
登

録
者

（
累

計
）

人
4

1
0

9
1
2

1
4

達
成

済
保

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

（
累

計
）

人
8
5
5

1
,0

0
0

1
,0

0
2

1
,0

4
0

1
,0

6
5

達
成

済
保

救
急

医
療

情
報

キ
ッ
ト

配
布

（
累

計
）

セ
ッ
ト

4
0
5

5
4
0

4
5
9

4
7
2

4
8
5

遅
れ

周
知

方
法

の
見

直
し

を
検

討
保

総
合

相
談

受
付

件
/年

1
8
5

2
3
0

1
9
4

1
9
3

2
5
1

順
調

保

介
護

予
防

教
室

参
加

者
人

/年
2
4
2

3
3
0

2
3
7

3
7
5

1
0
7

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
に

よ
る

事
業

中
止

と
取

組
方

法
の

見
直

し
に

よ

る
減

少
保

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

地
域

子
育

て
支

援
拠

点
利

用
者

人
/年

1
,0

7
8

1
,0

0
0

1
,3

4
5

1
,5

1
1

1
,1

5
2

順
調

住

一
時

預
か

り
利

用
者

人
/年

1
,2

0
8

1
,0

0
0

4
6
2

6
0
8

6
7
3

順
調

住

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

福
祉

的
就

労
か

ら
一

般
就

労
へ

の
移

行
者

（
累

計
）

人
0

1
1

2
2

達
成

済
保

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
の

う
ち

町
内

で
の

利
用

率
％

5
4
.0

6
2
.0

5
8
.5

6
4
.7

6
1
.5

後
退

国
立

病
院

機
構

八
雲

病
院

が
撤

退
し

た
こ

と
に

伴
い

、
療

養
介

護
利

用
者

6
名

が
町

外
の

医
療

機
関

へ
移

っ
た

た
め

の
減

（
上

記
理

由
が

無
け

れ
ば

、
6
4
.8

）

保

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

担
当

部
署

担
当

部
署

担
当

部
署

担
当

部
署

目
標

指
標

単
位

実
績

値

５
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
強
化

目
標

指
標

単
位

実
績

値

６
　
障
が
い
者
福
祉
の
推
進目
標

指
標

単
位

実
績

値

４
　
高
齢
者
福
祉
の
推
進 目

標
指

標
単

位
実

績
値

３
　
地
域
福
祉
の
促
進
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第
２
期
総
合
計
画
Ｋ
Ｐ
Ｉ
進
捗
状
況
（
令
和
２
年
度
）

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

地
元

食
材

活
用

品
目

7
1
0

1
4

1
4

1
2

順
調

給

給
食

賄
材

料
に

お
け

る
町

内
か

ら
の

購
入

割
合

％
2
2
.5

2
5

2
0
.2

2
5
.8

1
9
.9

後
退

熊
石

給
食

セ
ン

タ
ー

廃
止

・
道

か
ら

の
食

材
供

給
が

あ
っ
た

為
給

教
職

員
研

修
開

催
回

/年
1
5

2
0

1
9

1
9

1
4

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
る

回
数

減
学

小
中

一
貫

型
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス

ク
ー

ル
導

入
学

校
校

0
1
2

1
2

1
2

1
2

達
成

済
学

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

少
年

対
象

事
業

の
参

加
者

人
/年

1
,0

3
9

1
,0

0
0

9
2
4

8
4
9

7
5
8

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

事
業

数
の

減
少

。
社

青
年

対
象

事
業

の
参

加
者

人
/年

3
0
5

3
0
0

2
3
2

1
6
9

4
4

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

事
業

数
の

減
少

。
社

成
人

対
象

事
業

の
参

加
者

人
/年

2
,6

3
4

2
,6

0
0

2
,4

9
7

2
,7

0
2

1
,8

0
7

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

事
業

数
の

減
少

。
社

高
齢

者
対

象
事

業
の

参
加

者
人

/年
8
8
6

8
0
0

7
4
0

6
0
0

1
3
6

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

事
業

数
の

減
少

。
社

家
庭

教
育

事
業

の
参

加
者

人
/年

1
3
7

1
0
0

8
5

7
1

7
5

遅
れ

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

参
加

者
数

の
減

少
。

社

図
書

貸
出

冊
/年

9
1
,0

4
8

9
5
,0

0
0

8
6
,6

1
2

8
4
,1

5
2

7
2
,0

0
0

後
退

人
口

減
、
年

齢
階

層
の

シ
フ
ト

、
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
に

伴
う
閉

館
・
利

用
制

限
等

、
来

館
・
読

書
機

会
の

抑

制
要

因
も

あ
ろ

う
が

、
引

き
続

き
数

値
の

維
持

・
回

復
を

念

頭
に

読
書

推
進

活
動

を
進

め
る

。

図

W
E
B
公

開
予

約
（

図
書

館
）

件
/年

2
8
0

4
0
0

4
1
5

4
4
2

7
6
7

順
調

図

読
書

感
想

文
・
感

想
画

コ
ン

ク
ー

ル
応

募
人

/年
2
4
6

3
2
0

4
1
3

3
7
2

2
7
5

後
退

前
年

比
で

は
減

数
の

結
果

だ
が

、
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症

対
策

下
に

あ
っ
て

も
各

学
校

か
ら

支
援

を
得

ら
れ

、
ハ

ン
デ

の

中
で

も
十

分
な

応
募

数
に

恵
ま

れ
た

と
捉

え
る

。

図

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

担
当

部
署

担
当

部
署

目
標

指
標

単
位

実
績

値

２
　
生
涯
学
習
の
推
進

目
標

指
標

単
位

実
績

値

第
４
章
　
ふ
る
さ
と
を
築
く
教
育
の
充
実
と
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

１
　
学
校
教
育
の
充
実

27



第
２
期
総
合
計
画
Ｋ
Ｐ
Ｉ
進
捗
状
況
（
令
和
２
年
度
）

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

体
育

協
会

加
盟

団
体

団
体

1
9

2
0

1
9

1
9

1
9

順
調

体

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
加

盟
団

体
団

体
1
3

1
3

1
2

1
2

1
1

後
退

水
泳

少
年

団
活

動
休

止
体

ス
ポ

ー
ツ

指
導

者
講

習
会

回
/年

1
1

0
0

0
遅

れ
開

催
に

向
け

募
集

ま
で

行
っ
て

い
た

が
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル

ス
流

行
に

伴
い

中
止

体

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

誘
致

団
体

団
体

/年
2
6

4
0

2
0

1
8

0
遅

れ
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

流
行

に
伴

い
中

止
体

各
種

ス
ポ

ー
ツ

大
会

誘
致

回
/年

0
1

0
0

0
遅

れ
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

流
行

に
伴

い
中

止
体

総
合

体
育

館
利

用
者

人
/年

5
2
,6

7
9

5
2
,0

0
0

4
6
,6

8
9

3
5
,0

2
0

2
3
,6

6
6

遅
れ

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
流

行
に

よ
り
減

体

温
水

プ
ー

ル
利

用
者

人
/年

2
7
,4

2
7

2
7
,0

0
0

2
2
,0

3
4

1
9
,2

8
4

6
,6

9
5

遅
れ

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
流

行
に

よ
り
減

体

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

文
化

団
体

連
合

会
特

別
事

業
入

場
者

人
/年

2
5
0

2
5
0

2
5
6

－
 

ー
 

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
り
事

業
中

止
。

社

町
民

文
化

祭
参

加
団

体
・
参

加
者

団
体

/年
5
3

5
3

5
4

5
0

1
5

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

事
業

数
の

減
少

。
社

町
民

文
化

祭
参

加
団

体
・
参

加
者

人
/年

4
4

4
0

7
9

4
7

3
4

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

事
業

数
の

減
少

。
社

郷
土

資
料

館
施

設
入

館
者

人
/年

5
,6

6
1

8
,0

0
0

5
,2

2
0

5
,7

1
8

3
,9

2
5

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

影
響

。
郷

郷
土

資
料

館
企

画
展

・
事

業
参

加
者

人
/年

9
,7

3
0

9
,7

0
0

7
,9

2
3

7
,7

0
8

3
,5

0
5

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

影
響

。
郷

梅
村

庭
園

入
園

者
人

/年
7
,0

6
3

7
,0

0
0

7
,1

6
1

7
,6

8
0

6
,0

9
7

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

影
響

。
郷

熊
石

歴
史

記
念

館
入

館
者

人
/年

4
7
9

4
7
0

4
2
9

3
8
7

1
9
6

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
に

よ
る

影
響

等
熊

教

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

担
当

部
署

担
当

部
署

目
標

指
標

単
位

実
績

値

３
　
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

目
標

指
標

単
位

実
績

値

４
　
文
化
財
の
保
存
・
活
用
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第
２
期
総
合
計
画
Ｋ
Ｐ
Ｉ
進
捗
状
況
（
令
和
２
年
度
）

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

町
連

協
加

入
町

内
会

町
内

会
1
2
5

1
2
6

1
2
5

1
2
5

1
2
4

順
調

1
町

内
会

解
散

に
伴

う
1
減

政

町
内

会
加

入
率

％
8
1
.5

8
3
.0

7
8
.5

7
8
.1

7
9
.0

遅
れ

ア
パ

ー
ト

世
帯

、
若

い
人

の
町

内
会

離
れ

が
原

因
と
推

察
さ

れ
る

。
町

内
会

加
入

促
進

に
か

か
る

周
知

を
行

う
必

要
が

あ

る
。

政

地
域

会
館

管
理

棟
数

棟
4
2

4
0

4
1

4
1

4
1

順
調

政

国
際

交
流

事
業

参
加

者
人

/年
1
7
1

1
8
0

1
5
4

9
1

ー
 

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
り
事

業
中

止
。

政

移
住

推
進

事
業

に
よ

る
移

住
者

人
/年

2
5

0
1

0
後

退
移

住
定

住
対

策
を

抜
本

的
に

見
直

す
必

要
が

あ
る

。
政

学
術

機
関

と
の

連
携

協
定

締
結

（
累

計
）

件
2

3
4

4
4

達
成

済
政

地
域

お
こ

し
協

力
隊

採
用

者
人

/年
1

5
1

0
5

順
調

政

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度

審
議

会
等

の
公

募
委

員
の

割
合

％
4
.9

8
.0

3
.0

3
.1

3
.5

遅
れ

公
募

委
員

の
な

り
手

が
お

ら
ず

、
委

員
総

数
に

よ
り
増

減
し

て

い
る

。
開

催
時

間
等

工
夫

し
、
公

募
委

員
の

増
と
な

る
よ

う

再
度

各
課

に
周

知
す

る
。

政

審
議

会
等

の
女

性
委

員
の

割
合

％
2
1
.8

2
5
.0

2
3
.6

2
3
.6

2
3
.4

遅
れ

女
性

委
員

の
数

に
変

更
は

な
い

が
、
委

員
総

数
の

増
に

よ

り
、
減

少
。
な

り
手

不
足

な
ど
あ

る
が

、
再

度
各

課
に

周
知

す

る
こ

と
と
す

る
。

政

R
２

年
度

評
価

Ｒ
２

年
度

評
価

に
対

す
る

コ
メ

ン
ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評

価
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト

※
「
達

成
済

」
「
順

調
」
の

場
合

は
記

入
不

要

担
当

部
署

担
当

部
署

目
標

指
標

単
位

実
績

値

２
　
住
民
参
画
の
推
進

目
標

指
標

単
位

実
績

値
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第
２
期
総
合
計
画
Ｋ
Ｐ
Ｉ
進
捗
状
況
（
令
和
２
年
度
）

現
状

値
目

標
値

H
2
8
年

度
R

4
年

度
H

3
0
年

度
R

元
年

度
R

2
年
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R

3
年
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R

4
年

度

出
前

説
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会
開
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回
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5
7

6
0

2
1

2
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1
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遅
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新
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コ
ロ

ナ
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イ
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染
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拡
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防
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の
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点
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の
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見
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ら
れ

た
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と
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よ
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減
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議
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報
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会
参

加
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ア
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ケ
ー

ト
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足
度

％
6
3

7
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6
7

4
5

－
後

退
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、
報

告
会

を
開

催
で

き
な

か
っ
た

。
議

一
般

会
議

開
催

回
/年

6
8

4
4

4
後

退
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

に
も

よ
る

が
、
も

っ
と
積

極
的

に
開

催
す

る
た

め
に

、
周

知
や

運
用

の
工

夫
が

必
要

。
議

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
閲

覧
回
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3
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0
,0
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0

4
0
0
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0
0

3
9
7
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0
4

1
3
0
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1
4
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、
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較
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政

現
状

値
目
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2
8
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R
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H

3
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R
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R
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4
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度

現
年
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収
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率

（
３

税
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計
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％
9
8
.3

9
8
.9

9
8
.3

9
7
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9
8
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順
調

財

ふ
る
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と
応

援
寄

付
金

返
礼

品
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扱
店

舗
店
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3
5

4
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4
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4
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2
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後
退

丘
の

駅
が

返
礼
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し
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供
し
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い

た
「
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合
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」
が

返
礼
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と
し

て
取

り
扱

わ
な

く
な

っ
た

こ
と
に

よ
り
、
店

舗
数

（
事

業

者
数

）
が

大
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く
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少
し
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新

た
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返
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品
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供
業
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八
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町
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参
加
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な
い

事
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あ
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担
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進
め

る
。

政

４
町

連
携

事
業

件
6

9
9

6
2

後
退

新
型

コ
ロ

ナ
に

よ
り
実

施
で

き
な

か
っ
た

。
政

R
２

年
度

評
価

R
2
年

度
評
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に
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る
コ

メ
ン

ト

※
「
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「
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署
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当
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署
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指
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績

値
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広
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の
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進
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指
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績

値

３
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績
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ジ
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・
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合
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の
概
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人
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業
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年
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年
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獲
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年
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基
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標
２

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
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基
本
目
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１

働
く
人
を
つ
く
り
、
産
業
を
活
性
化
す
る

基
本
目
標
３

人
が
移
り
住
み
定
着
し
て
も
ら
え
る
よ
う
ま
ち
の
魅
力
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向
上
さ
せ
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計
特

殊
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年

1
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年
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
「

人
口

ビ
ジ

ョ
ン

」
と

は
、

自
治

体
の

長
期

的
な

人
口

推
計

を
す

る
と

と
も

に
、

増
減

要
因

を
分

析
す

る
も

の
。


「

総
合

戦
略

」
と

は
、

人
口

ビ
ジ

ョ
ン

で
分

析
し

た
要

因
に

基
づ

い

て
立

て
る

、
人

口
減

少
対

策
に

関
す

る
計

画
。


第

２
期

は
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令
和

２
年

度
か

ら
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和
６

年
度
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の
５

年
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計

画

期
間

と
し

て
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令
和

２
年

３
月

に
策

定
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ョ
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・
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合
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と
は
…

資
料
２
－
１
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32 

第２期八雲町総合戦略の進捗状況（令和２年度末時点） 

 

基本目標１ 産業を活性化し、働く人をつくる 

■ＫＧＩ：農業産出額（千万円） 

基準値 実績値 目標値 

H29年 H30年 R元年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R6年 

839 831 951      840 

■ＫＧＩ：漁獲高（千万円） 

基準値 実績値 目標値 

H29年 H30年 R元年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R6年 

576 847 399      580 

 

 

 

主要施策１．産業を活性化する 

■ＫＰＩ：サーモン試験養殖生産量 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R4年度 

なし なし 2,543kg     2,800kg 

  

資料２－２ 
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■ＫＰＩ：檜山管内サケ回帰率 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

0.2％ 0.3％ 0.6％     0.8％ 

■ＫＰＩ：ニシン漁獲数量 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

1.8t 1.0t 2.9t     160t 

■ＫＰＩ：ナマコ漁獲数量 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

4.1t 1.3t 3.6t     4.1t 

■ＫＰＩ：植栽面積 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

93.23ha 95.10ha 79.21ha     100ha 

■ＫＰＩ：ふるさと応援寄附金返礼品購入額 

基準値 実績値 目標値 

H26～H30 
年度平均 

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

607,549千円 690,190千円 535,510千円     540,000千円 

■ＫＰＩ：設備投資促進支援制度適用件数 

基準値 実績値 目標値 

H26～H30 
年度合計 

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 
R2～6 

年度合計 

6件 2件 3件     13件 
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主要施策２．働く人をつくる 

■ＫＰＩ：新規酪農就農者等の人数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 
R3～R6 
年度合計 

なし       5人 

■ＫＰＩ：新規就農者数 

基準値 実績値 目標値 

H20～H30 
年度合計 

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R2～R6 
年度合計 

10組 12組 2組     10組 

■ＫＰＩ：農業研修者数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

4組 7組 3組     8組 

■ＫＰＩ：障がい者就労支援利用者数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

57人 59人 64人     65人 

■ＫＰＩ：地域おこし協力隊配置人数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

5人 3人 6人     10人 
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基本目標２ 安心して子育てできるまちをつくる 

■ＫＧＩ：合計特殊出生率 

基準値 実績値 目標値 

H30年 R元年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R6年 

1.40 
(105人) 

1.46 
(101人) 

1.41 
（89人） 

    1.58 

 

 

 

主要施策１．妊娠・出産への支援を充実する 

■ＫＰＩ：妊婦健康診査受診券利用回数（一般健康診査） 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

1,261回 1,192回 996回     1,216回 

■ＫＰＩ：妊婦健康診査受診券利用回数（超音波検査） 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

626回 554回 521回     626回 

■ＫＰＩ：妊婦外来医療費助成利用人数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

103人 97人 75人     103人 
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■ＫＰＩ：周産期医療体制の維持 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

1人 0人 0人     0人 

 

主要施策２．子育て支援を充実する 

■ＫＰＩ：小児科医師数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度末 R元年度末 R2年度末 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末 R6年度末 

2人 2人 2人     2人 

■ＫＰＩ：子育て世帯支援事業（保育料軽減（北海道多子軽減を含む））対象者数 

基準値 実績値 目標値 

R1.10.1 R2.10.1 R3.10.1 R4.10.1 R5.10.1 R6.10.1 R6.10.1 

110人 115人     110人 

■ＫＰＩ：待機児童数 

基準値 実績値 目標値 

H31.1.1 R2.1.1 R3.1.1 R4.1.1 R5.1.1 R6.1.1 R6.1.1 

0人 0人 0人    0人 

■ＫＰＩ：障がい児受入率 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

100％ 100％ 100％     100％ 

■ＫＰＩ：一時預かり事業（子育て支援センタークルミ）実施日数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

262日 269日 257日     262日 
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■ＫＰＩ：放課後児童クラブ施設数・定員数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

３か所 
130人 

3か所 
129人 

3か所 
130人 

    
3か所 
130人 

■ＫＰＩ：障害児通所等給付決定人数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度末 R元年度末 R2年度末 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末 R6年度末 

33人 35人 39人     41人 

■ＫＰＩ：支援員配置が必要な学校への支援員配置人数 

基準値 実績値 目標値 

R1.4.1 R2.4.1 R3.4.1 R4.4.1 R5.4.1 R6.4.1 R6.4.1 

14人 14人 14人    14人 

■ＫＰＩ：八雲高校入学率 

基準値 実績値 目標値 

H31.4.1 R2.4.1 R3.4.1 R4.4.1 R5.4.1 R6.4.1 R7.4.1 R7.4.1 

61.8％ 
（84名） 

58.5％ 
（72名） 

57.7％ 
（78名） 

    75.0％ 
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基本目標３ 人が移り住み定着してもらえるよう 

まちの魅力を向上させる 
■ＫＧＩ：転出超過の低減 

基準値 実績値 目標値 

H30年 R元年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R6年 

86人 

転出916人 

転入830人 

200人 

転出929人 

転入729人 

478人 

転出1,188人 

転入710人 

    64人 

 

 

 

 

主要施策１．交流人口や関係人口を拡大し、八雲町のファンを増やす 

■ＫＰＩ：噴火湾パノラマパーク来園者数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

705,794人 665,779人 373,769人     727,000人 

■ＫＰＩ：ふるさと応援寄附金の寄附件数 

基準値 実績値 目標値 

H26～H30 
年度平均 

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

115,544件 151,920件 102,248件     120,000件 
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主要施策２．若い世代を中心に呼び込むための支援体制を整備する 

■ＫＰＩ：空家等対策支援補助金制度（再生支援）利用件数 

基準値 実績値 目標値 

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 
R2～R6 
年度合計 

0件 1件 0件     10件 

■ＫＰＩ：奨学金償還支援事業補助金の支給人数 

基準値 実績値 目標値 

 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

なし － 3件     37件 

■ＫＰＩ：地域おこし協力隊配置人数 ※再掲のため省略  

 

主要施策３．多様な主体との連携により地域を活性化する 

■ＫＰＩ：他自治体との連携事業数 

基準値 実績値 目標値 

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

16件 6件     15件 

■ＫＰＩ：学術機関との連携事業数 

基準値 実績値 目標値 

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

5件 5件     5件 

■ＫＰＩ：企業との包括連携協定数 

基準値 実績値 目標値 

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年度 

2社 2件     4社 

 


